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島根県知事から医療法人カタクリ会へ感謝状贈呈

　令和６年３月１日より「よしか病院」及び「よしか介護医療

院」が公設民営で開設され、益田圏域における地域医療の確保

に大きく貢献されたことから、令和６年４月３０日に、よしか

病院等を運営している「医療法人カタクリ会」へ丸山知事より

感謝状が贈呈されました。

　令和６年５月１日から、吉賀町社会福祉協議会が実施する「吉賀

町訪問看護ステーション」が、よしか病院内に移転しました。

　運営は、これまでと同様、吉賀町社会福祉協議会により行われます。

今後は、病院との更なる連携強化が図られ、より質の高い訪問看護

サービスの提供につながることが期待されます。

【訪問看護サービスとは】

　訪問看護とは、看護師がお宅に訪問して、その方の病気や障がい

に応じた看護を行うことです。健康状態の悪化防止や、回復に向け

てお手伝いします。主治医の指示を受け、病院と同じような医療処

置も行います。自宅で最期を迎えたいという希望に沿った看護も行

います。（公益財団法人　日本訪問看護財団ホームページより引用）

吉賀町訪問看護ステーションがよしか病院に移転しました

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

旧西病棟内に移転しました

始業時のミーティングの様子

【医療法人カタクリ会　木谷光博理事長のメッセージ（抜粋）】

　この度の六日市病院の閉院により、町の医療が危ぶまれる状況ではありましたが、令和６年３

月１日より、よしか病院を開設することができました。また、鹿足郡内で唯一の介護医療院が開

設できたことは、この圏域にとって将来的に大きなプラスになると考えています。

　赴任された医師や、よしか病院に従事される職員の方々がいたからこそ、よしか病院が開設で

き、町の医療が継続できました。ありがとうございました。もし、職員が確保できなかったら、

吉賀町の医療は途絶えてしまい、益田圏域全体の医療提供体制の構築が非常に困難な状況になっ

たと考えています。

　また、よしか病院の開設にあたり、益田赤十字病院、津和野共存病院、県・町等の関係機関の

皆様にご協力いただき、医療継続できたということは非常にありがたかったと思います。

　今後のよしか病院の運営においては、地域に密着し、地域包括ケアや在宅医療に重点を置き、

吉賀町の医療の再構築に取り組むとともに、若い人たちが将来働きたいと思うような医療を作り

たいと思います。

　どうぞ、地域の皆様も、ぜひ力を合わせてこのよしか病院の発展にご協力いただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

「よしか健康ダイヤル２４」について

　令和６年３月１日から、医師・看護師等の専門ヘルスカウンセラーに健康や医療等に関する様々

な相談をすることができる「よしか健康ダイヤル２４」を開始しています。

　２４時間３６５日、相談を受け付けていますので、夜間の救急や病院に行くべきか迷った場合

等にぜひ利用してください。（令和６年３月実績では１９件の相談がありました）
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「石見の日」島根県知事吉賀町視察

　丸山達也島根県知事が石見地域の現場を訪問する「石見の日」が、４

月６日、７日の両日、吉賀町、津和野町、益田市で実施されました。

　吉賀町には、６日来町され農事組合法人立河内絆の皆さんとの面談や、

ＨＥＫＩＣＨＩ　ＫＡＫＩＮＯＫＩ（旧柿木中学校）でぐるぐる食堂や

有機農業、旧校舎活用の様子を視察されました。

　立河内絆の皆さんとの面談では、日頃の農作業やアイガモ農法の

話のほか、担い手確保といった課題についても意見交換が行われま

した。

　ＨＥＫＩＣＨＩ　ＫＡＫＩＮＯＫＩでは、ぐるぐる食堂に柿木小

学校に入学する新１年生とその家族も参加し、丸山県知事とともに

食事を楽しみました。また、有機農業の取り組みと旧校舎活用の様

子を視察されました。

　４月９日（火）、吉賀高校で入学式が執り行われ、３１名の新入生

を迎えました。

　今年度は、全校生徒９５名でのスタートです。同日、吉賀町が管理

する「サクラマス交流センター」および「よしかみらい交流センター」

ではそれぞれ入所式が行われ、合計１２名の生徒が入所しました。

新年度を迎えました！吉高賀校
支援室だより

　吉賀町は、高校の魅力化を通じてまちの魅力化を推進しています。

　線路の通っていない吉賀町では、吉賀高校がなくなると自宅から通学できる高校がなくなって

しまいます。地元住民にとっても、全国から吉賀高校を選んで入学する生徒やその家族にとって

も、『吉賀町に吉賀高校があってよかった！』と思えるような、そんな学校づくり、地域づくり

をめざしています。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

　４月１４日（日）に道の駅かきのきむらにて行われたマルシェイベン

トでは、早速ボランティアとして参加した生徒もおり、子どもたちと遊

んだり、販売を手伝ったりしました。これから困難に直面することもあ

ると思いますが、それを乗り越えて大きく成長してくれることを願って

います。

親元を離れての生活に戸惑いもあると思いますが、センターでの生活

にもすぐに慣れ、充実した表情で日常生活を送っています。
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ＮＥＷＳ
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高齢者の補聴器購入の際に助成金が出ます

　吉賀町では、令和６年４月１日から高齢者が補聴器を購入される際に助成金（購入費用の一部）

が出る制度を始めました。

交付対象者

①　吉賀町に住所を有する６５歳以上の方

②　身体障がい者手帳（聴覚障がい）の交付を受けていないこと

③　両耳の聴力が４０db 以上７０db 未満で、耳鼻咽喉科の診療を行う医師が

　　補聴器の使用を必要と認める方（医師の証明が必要）

交付額 ２５，０００円 (交付者 1人につき 1回限り )

その他

・補聴器を購入する前に申請が必要です

・補聴器を購入したら補聴器購入費助成請求書を提出していただきます

　（補聴器の販売事業者の証明が必要です）

家族の介護をされている方への支援制度が拡充されました

介護用品券購入助成事業 月額５，０００円分の介護用品券購入助成金を支給

介護慰労金支給事業

介護保険サービスを過去１年間利用されている方

　月額１０，０００円

介護保険サービスを過去１年間利用されていない方

　月額２０，０００円

いずれも次の条件を満たしている高齢者を介護していること

　①　要介護３以上の要介護認定を受けている方

　②　町民税非課税世帯の方

　③　他に介護手当に類する公的手当を受給されていない方

※詳しくは吉賀町役場保健福祉課にお問い合わせください　電話（０８５６）７７－１１６５

春の交通安全運動におけるテント村開設

　春の交通安全運動に伴い、４月１１日（木）に真田ポケットパー

ク前において、津和野警察署の協力のもと交通安全テント村を開

設しました。

　テント村には岩本町長をはじめ、各地区の交通安全協会員、交

通安全母の会や交通指導員が参加し、運転手にチラシ等を配布し

安全運転を呼びかけました。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

①女性

いろいろな人権課題

男女がお互いを尊重し合うこと、また、性別に関わりなくあらゆる分野の

活動に参加できることは、一人ひとりが豊かな人生を送るために必要なことです。

ここ最近は、男女格差の解消が進んだ一方で固定的な役割分担について、女性への

暴力や職場における男女の賃金格差についてなどの課題が依然存在しています。

吉賀町ではどのような課題があるのでしょうか？

吉賀町の女性の人権問題について（Ｔ O Ｐ ４）

　①社会や地域において男女に平等でないしきたりや習慣が残っていること（１５．６％）

　②男女の固定的な役割分担意識があること（１５．３％）

　③職場における採用、昇進、賃金等について男女の差があること（１０．９％）

　④セクシュアルハラスメントの被害者の多くが女性であること（１０．６％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町民意識調査より（２０２３年実施）

男女がお互いを尊重し合い、共に活動に参加する社会にしていくためには？

　性別に関わりなく、一人ひとりの考えなどが大切にされ、仕事や地域社会での活動に共に参加

できるような社会を男女共同参画社会といいます。

吉賀町に関わる全ての人の

　「えがお・しあわせ・生きやすさ」を目指します

吉賀町人権施策推進基本方針［第二次改定］

　第２次吉賀町まちづくり計画に基づき、『人権が尊重されるまちづくり』をめざすために

２００９年に吉賀町人権施策基本方針を策定しました。そして、人権課題について「考え」、豊

かな人権感覚を身につけるための１つとして２０２４年３月に基本方針の第二次改定を行いまし

た。今月号から第二次改定の中のいろいろな人権課題から１つのトピックを定期的に紹介してい

きます♪

いろいろな人権課題
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 イクボス宣言とは、部下のキャリアや私生活を応援し、組織の目標を達成させながら自らの生

活も満喫させるため、ボス（管理職・経営者）が宣言を行うことです。島根県内でも続々とイク

ボス宣言を行っている企業が増えており、島根県が行っているしまねイクボスネットワークへの

加入も増加傾向にあります。吉賀町役場でも今年度新たに管理職となった２名がそれぞれイクボ

ス宣言を行いました。 

　ただイクボス宣言をしたからといって職場が変わるわけではありません。しかしイクボス宣言

を通し、ボスの意識が変わることで職場全体の風土や意識が変わっていくとは思いませんか。

イクボスの推進と働き方の改善等を図るためのイクボスセミナーなどを行うことも職場環境を変

える１つの方法になるかもしれませんね。

　職場全体で働くことについて意識改革を行っていこうとする流れを吉賀町全体で広めていきま

せんか？

 建設水道課長　河野喜代志さん　　　　　教育委員会次長　重藤剛さん

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

　　　　　　　　　　イクボスの「育」は・・・

◎部下を育てる　◎企業組織を育てる　◎社会を育てる

益田広域消防本部の一般内覧会について

　このたび、令和元年度から進めてきた新庁舎建設事業が令和６年５月に完成し、竣工式を迎え

ることとなりました。当日は、圏域住民の皆様に広く施設を見学していただきたく、一般内覧会

を下記のとおり計画しました。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

　【日時】令和６年６月１６日（日）１３：００～１６：００

　【場所】益田市久城町３００番地５（旧益田工業高等学校跡地）

お問い合わせ先　益田広域消防本部　総務課　

　　　　　　　　　電話 (０８５６)３１－０２２０
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

上下水道コラム１ 水道メーターボックスの中はキレイですか？

　夏を控え、汗ばむ日もでてまいりました。暑くなると冬の寒かった日々は遠い昔の事のように

感じてしまいます。そこでちょいと思い出していただきたいのが水道のメーターボックス。寒さ

対策としてメーターボックスの中に詰め物や土を入れているご家庭も多いのではないでしょうか。

これらを入れっぱなしのままですとムカデやハチの温床となり、危険なことになります。

　特に土を入れている場合は、梅雨の雨と相まって泥状になり、検針員さんやメーター交換をお

願いしている業者さんがスコップとバケツを持参して掘り起こすといったご苦労をされることも

あります。つきましてはメーターボックスの中を確認いただきますようご理解とご協力をお願い

いたします。

上下水道コラム２ 第３回水道料金審議会を開催しました！

　引き続き水道料金の審議を進めております。

　審議は白熱し、委員さんからは「料金改定しない場合にどうなるのか、ということをキチンと

示すこと。借金すればできるじゃないか、と言われないように。」「全体計画も必要ではないか。

今の計画は蔵木・六日市だが、朝倉・七日市をやるときにまた上げるのか？となる」「住民も政治を、

議会をチェックしないといけない」と、本紙面では紹介しきれないくらいの活発な議論がありま

した。審議委員さんのまちづくりへの熱意には頭が下がる思いです。

　詳しい内容はホームページから議事録をご覧ください。場所は次のとおりです。

　　吉賀町ホームページトップ > 暮らし > 生活環境・衛生 > 上水道「水道料金審議会」

　　　　　　　※スマートフォン等をお持ちの方はこちらの二次元バーコードをご活用ください。

　　　　　　　（通信料等は個人の負担になります）

　　　　　　　※ご不明な点は建設水道課　電話（０８５６）７９－２２１２までご連絡ください。

異常気象時による事前通行規制区間について

　大雨などの異常気象時に雨量が基準（連続雨

量２００mm）を超えるおそれがある場合は、左

図国道９号区間の通行止めを実施します。国土

交通省浜田河川国道事務所では、事前通行規制

や災害時等に関する情報提供を行っています。

【問い合わせ先】国土交通省浜田河川国道事務所　電話 (０８５５)２２－２４８０

Facebook　　　　X( 旧 Twitter)
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ＮＥＷＳ
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水切りでごみも臭いもすっきり！

　吉賀町では、一般家庭から９１６トン（令和４年度実績）の燃えるごみが排出されており、そ

の３～４割は生ごみが占めると言われています。生ごみの約８０％は水分で、腐敗や悪臭の主な

原因となります。ごみを出す前に、水分を減らす工夫をしましょう。

　①濡らさない！

　　シンク内の三角コーナーや排水口内の水切りかごに入れると、水分をたくさん吸ってしまい

　　ます。調理中に出るごみは、乾いたざるなどに入れて保管しましょう。

　②乾かす！

　　保管した野菜の皮やお茶殻、ティーバッグは、水気をしぼって乾かしてから出しましょう。

　③しぼる！

　　水分を多く含んだ生ごみは、「ぎゅっと」しぼってから出しましょう。

　水切りをすると、嫌なにおいが減り、ごみも軽くなります。また、水分が少なくなると、ごみ

処理施設（益田地区広域クリーンセンター）の焼却効率が良くなり、余分な燃料（エネルギー）

をかけずに焼却できます。皆様のご協力をお願いいたします。

益田地区広域クリーンセンター第２期運営について

　令和５年３月末をもって、益田地区広域クリーンセンター PFI 事業（平成１７年１０月稼働開

始）が終了しました。第２期運営について、引き続き益田エコクリエイション㈱に管理運営を委

託することとなりました（令和５年４月から７年間）。引き続き益田圏域の環境保全、安心安全

な稼働に努めてまいります。

ごみの分別大図鑑を更新しました！

　ごみの分け方、出し方を周知するために、

平成２６年度に「ごみの分別大図鑑（保存版）」

を作成しました。その後、ごみの分別区分な

どに変更があったため、この度、令和６年度

現在の内容に修正しました。

　配布については、広報よしか５月号と共に

配布を行いました。また、吉賀町ＨＰに公開

及び役場税務住民課及び役場柿木地域振興室

の窓口にて随時配布しています。

　分別の手引きを参考に、ごみの分別にご協

力をお願いします。
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　厚生労働省では、世界禁煙デーからはじまる 5 月 31 日～ 6 月 6 日までの 1 週間を「禁煙週間」

と定めています。今年度のテーマは、「たばこの健康影響を知ろう！～たばことＣＯＰＤの関係性

～」です。

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）について

　【主な原因】

　　たばこ（患者の多くが、喫煙者または喫煙経験者）

　【どんな病気か】

　　肺を風船に例えると、健康な肺は、ゴム風船のようなイメージです。柔軟に伸び縮みを繰り

　　返しながら、空気を吸ったり吐いたりしています。

　　一方、ＣＯＰＤの方の肺は「たばこ肺」とも呼ばれることもあり、紙風船のようなイメージです。

　　紙風船は一度空気を吹き込むと、自然には縮みません。それと同様にＣＯＰＤになると、肺

　　から空気を吐き出すことが難しくなり、息をするのがつらくなります。進行すると、からだ

　　が酸素欠乏になる病気です。

　【症状】

　　・息切れ、咳、痰。

　　・初期は無症状で、ゆっくりと進行。

　　・息切れなどを自覚したころには、病気がかなり進行していることが多い。

　　・現代の医学では、一度ＣＯＰＤになると、元どおりには治らない。

　　　　　　大人の皆様へ

　　身近な人をたばこの煙から守るための

　　　　　　　「３つのない」

　　　子ども手の届くところに　置かない！

　　　子どもに喫煙姿を　見せない！

　　　子どもに副流煙を　吸わせない！

　　　　　　２０歳未満の皆様へ

　　　　たばこの煙から自分の身を守るための

　　　　　　　　　「３つのない」

　　　　　　もちろん自分は　吸わない！

　　　　　　吸っている人に　近づかない！

　　　　　　匂いのする場所に　立ち入らない！

～町民の皆様へ、たばこの煙から身を守るためのお願い～

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

毎年 5月 31 日は

　　　　　　　　　　『世界禁煙デー』
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

歯周病の症状はどんなもの？

　歯周病は初期段階ではなかなか自分自身で自覚できるような症状は出てきません。

　次のような症状があったら、歯周病の可能性があるため、医療機関で検査を受けてみましょう。

　セルフチェックリスト

　　　　□　朝起きた時に、口の中がねばねばする。　　　　　□　歯みがきの際に出血する。

　　　　□　硬いものが噛みにくい。　　　　　　　　　　　　□　口臭が気になる。

　　　　□　歯肉がときどき腫れる。　　　　　　　　　　　　□　歯がグラグラする。

　　　　□　歯肉が下がって、歯と歯の間にすきまができた。

歯周病を予防するには・・・

　歯周病予防の基本は歯垢がつかないようにすることです。毎日の歯みがきや定期的な歯石除去

が有効です。セルフケアだけでは不十分なため、定期的に医療機関を受診して、お口の清掃をし

てもらうことが必要です。

４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の方を対象に歯周疾患検診を行っています。

【期間】５月１日（水）～７月３１日（水）

対象となる方には個人宛てに通知を送付しています。

この機会にぜひ検診に行って、お口をチェックしてみてくださいね♪

６月４日から６月１０日は『 歯と口の健康週間 』です

標語　歯を見せて 笑える今を 未来にも

歯周病ってどんな病気？

　歯周病は、歯と歯茎の隙間から侵入した細菌が、歯肉に炎症を引き起こした状態に加えて、歯

を支える骨を溶かしてグラグラにしてしまう状態（歯肉炎）をいいます。

　成人期では、むし歯と合わせて歯を失う原因の多くを占めている病気です。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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熱中症とは・・・
　体の熱が十分に放出されず、熱がこもってしまう状態のことをいいます。

　めまい頭痛、吐き気、体のだるさなどの症状がみられます。ひどいときは意識障害や死に至る

ことがあります。体温調節機能が未熟な子どもや、低下している高齢者は特に注意が必要です。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

知っておこう熱中症対策！！

熱中症になった時の処置

①意識がある、反応が正常な時　　　　　　　　②意識がない、反応がおかしい時

　　　涼しい場所へ避難させる　　　　　　　　　　　　　　　救急車を要請する

　　　衣服を緩め、身体を冷やす　　　　　　　　　　　　　　涼しい場所へ避難させる

　　　水分 ･塩分を補給する　　　　　　　　　　　　　　　　衣服を緩め、身体を冷やす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　救急車に引き継ぐ

暑さに慣れない

時期は要注意

※ただし、水を自力で飲めない、

　または症状が改善しない場合は

　直ちに救急車を要請しましょう。

※倒れた時の状況が分かる人が

　医療機関に同行しましょう。

予防対策

　・こまめに水分・塩分をとろう !　　　・飲酒や寝不足、体調には気を付けよう !
　　　のどが渇く前にこまめに　　　　　　　　　　飲酒や寝不足などで体調を崩すと

　　　水分・塩分補給をしましょう。　　　　　　　熱中症になりやすくなります。

　　　　エアコンや扇風機で室内を　　　　　　　　　　　　　バランスの良い食事や睡眠をとり、

　　　　適温に保ちましょう。　　　　　　　　　　　　　　　丈夫な体を作りましょう。

最後に！！
　強風や乾燥による火災気象通報が発令された際は、枯草等の焼却を行わないようにしましょう。

　また、焼却等を行う際は事前に最寄りの分遣所へ届出をして下さい。よろしくお願いします。

お問合わせ先

　六日市分遣所 (０８５６)７７－０１６２　柿木分遣所 (０８５６)７９－２２０１

　　・室内を涼しくしよう !　　　　　　　　　　・丈夫な体を作ろう！
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私
の
好
き
な
言
葉
の
一
つ
に
「
み

ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
大
正
時

代
末
期
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か
け

て
活
躍
し
た
童
謡
詩
人
、
金
子
み

す
ゞ(

山
口
県
長
門
市
出
身)

の
代

表
作
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
の
最
終

行
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

あ
る
解
説
者
は
、
こ
の
言
葉
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

『
人
間
を
含
め
て
地
球
上
の
全
て
は
、

違
う
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
出
来
、

違
う
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
存
在
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、「
あ

な
た
は
あ
な
た
で
い
い
」
、
「
誰
も
生

ま
れ
た
だ
け
で
百
点
満
点
」
と
言
う

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

　

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
」。
金
子
み
す
ゞ
の
言
葉
と
同
じ

イ
ベ
ン
ト
名
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、

今
回
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
立
ち
寄

り
、
沢
山
の
人
と
貴
重
な
出
会
い
を

し
、
色
々
な
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を

す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な

い
い
」
と
い
う
言
葉
も
そ
う
で
す

が
、
金
子
み
す
ゞ
の
作
品
は
、
い
つ

も
読
む
私
達
に
「
あ
な
た
は
ど
う
で

す
か
？
」
と
問
い
掛
け
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

Vol.75

岩本一巳

金
子
み
す
ゞ
の
言
葉
か
ら

町長コラム

こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
で
一
番
大

切
な
の
は
、
最
終
行
の
一
行
前
。
題
で

は
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
だ
が
、
一
行

前
で
は
「
鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら

私
」と「
私
」の
位
置
が
変
わ
っ
て
い
る
。

「
私
と
あ
な
た
」
で
は
な
く
、「
あ
な
た

と
私
」
と
い
う
考
え
。
こ
れ
が
、
自
分

優
先
、
自
分
中
心
で
は
物
事
は
成
り
得

な
い
と
い
う
彼
女
の
眼
差
し
で
あ
る
。
』

と
。

　

金
子
み
す
ゞ
の
こ
の
言
葉
と
同
じ
意

味
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、「
十
人
十

色
」、「
人
そ
れ
ぞ
れ
」、「
三
者
三
様
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
人
間

そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
だ
か
ら
お
互
い
の
個

性
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
と
語
り
掛
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
４
月
14
日(
日)

道
の

駅
か
き
の
き
む
ら
周
辺
で
「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
金
子
み

す
ゞ
の
言
葉
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
私
自
身
こ
ん
な
こ
と
も
感

じ
な
が
ら
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
と

な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
立
ち
寄
り
ま
し

た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
こ
だ
わ
っ
た
食

品
や
手
作
り
雑
貨
な
ど
の
販
売
の
ほ
か

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
開
設
や
音
楽
ラ
イ
ブ

も
あ
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
さ
れ
た
の
は
、
数
年
前
に
当
町
へ

I
タ
ー
ン
さ
れ
た
持
田
杏
奈
さ
ん(

福

川
在
住)

を
中
心
と
し
た
仲
間
の
皆
さ

ん
で
、
こ
こ
で
の
出
会
い
か
ら
、
様
々

な
暮
ら
し
方
や
生
き
方
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
企
画
さ
れ
た
と
伺

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
吉
賀
高
等
学
校

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
ご
協
力
頂
い
て
い
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
人
間
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
方
や
価
値
観
が
違

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
独
自
の
感
性

を
持
ち
、
共
感
し
合
え
る
人
間
と
出
会

う
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

【プレーパークの様子】　

【主催者と吉賀高等学校

　　　　　　　ボランティアの皆さん】
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー 「 私たちの健康は私たちの手で」

６月は

　　　　食育月間

　心もからだも健康に、豊かでいきいきとした生活を送る

ために「食べること」についてしっかり考えてみませんか？

「食育」はすべての世代の人にとって大切なことです。

　吉賀町食生活改善推進協議会の主な取り組み内容は、食育活動の推進・うす味の普及・野菜料

理を今より一皿増やす・食文化の伝承・地産地消の推進・高齢者の低栄養予防・災害に備えた地

域づくり・全世代の禁煙の推進・運動習慣の定着・がん検診の受診のすすめなどです。

ピンクのエプロンとＴシャツが目印です。

　今年度も各地区での教室や訪問、イベントなどでお会いしますが、この活動にご理解いただき、

一緒に楽しく健康なまちづくりを目指しましょう。

　野菜をあと一皿増やすためのレシピをご紹介します。ぜひ家庭で作ってみてください。

きゅうりとキャベツの青シソ和え

　きゅうり　　　　３０ｇ　　　１／４本

　キャベツ　　　　４０ｇ　　　約１枚

　ちりめんじゃこ　　２ｇ

　青シソ　　　　　お好みで

　ポン酢　　　　　　４ｇ　小さじ１弱

　ビニール袋　　　　１枚

６月は食育フェアも開催します

　　　　　　　　　　　２０２４　環境×食育フェア　in 吉高

日時：６月１１日（火）　１３：４０～１６：００

場所：吉賀高校　体育館

内容：　講演会「食品添加物について」　　講師　安部　司氏　　１３：５０～１５：００

　みなさんは普段口にしている「食品」がどのように作られているかご存じですか？

「安さ、便利さの代わりに、私たちは何を失っているのか。では何を食べればよいのか」

今後皆さんが食品を選ぶうえでの参考になると思います。ぜひ講演会を聞きにきてください。

展示・体験ブース　１５：００～１６：００

　※詳しくは　チラシをご覧ください。

①　きゅうりは小口切り、キャベツは一口大に切る

②　キャベツは熱湯でさっと茹でておく

③　キャベツの粗熱が取れたら水気を絞り、きゅう

　　りとちりめんじゃこ、ポン酢も一緒にビニール

　　袋に入れてもむ。

④　しばらく置いて味をなじませる。

　わたしたち「食生活改善推進員」は、食育の推

進役です。「私たちの健康は、私たちの手で」を

スローガンに食を中心とした健康づくりを地域に

普及しています。

　今年度は４９名で活動します。
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

【
昨
年
度
の
図
書
館
活
動
の
報
告
】

　

令
和
５
年
度
を
振
り
返
っ
て
、
図
書
館
主
催
で
行
っ
た

催
し
物
と
利
用
統
計
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

催
し
物
は
、
４
月
に
町
内
の
児
童
・
生
徒
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
心
が
動
い
た
私
の
一
冊
の
作
品
展
」
を
行

い
、
６
月
に
世
界
遺
産
の
石
見
銀
山
関
連
の
資
料
を
並
べ

た
「
石
見
銀
山
展
」
を
行
い
ま
し
た
。
夏
休
み
は
、
子
ど

も
向
け
の
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
」
と
、
教
育
委
員
会
の
よ
し

か
塾
と
一
緒
に
「
感
想
文
を
書
く
」
指
導
も
い
た
し
ま
し

た
。

　

10
月
は
、「
絵
本
と
音
の
時
間
」
と
題
し
て
、音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
ｅ
ｎ
（
え
ん
）
さ
ん
の
朗
読
と
音
楽
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
や
、
恒
例
の
「
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
」
で

感
想
画
展
示
と
古
本
市
を
行
い
、
乳
幼
児
の
ご
家
族
向
け

に
は
「
親
子
読
書　

読
み
聞
か
せ
の
会
」
も
行
い
ま
し
た
。

11
月
は
き
ん
祭
み
ん
祭
産
業
文
化
祭
の
柿
木
会
場
に
Ｂ
Ｍ

み
た
い
号
で
参
加
し
ま
し
た
。
12
月
は
冬
休
み
の
「
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
会
」
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
も
あ

り
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
も
で
き
ま
し
た
。
２
月
は
「
紙
芝

居
を
楽
し
む
会
」
な
ど
、
一
年
間
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

催
し
物
で
図
書
館
か
ら
み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

発
信
し
ま
し
た
。

　

一
年
間
の
図
書
貸
出
人
数
は
４
，
９
０
１
人
、
全
体
の

貸
出
冊
数
は
４
１
，
０
１
７
冊
で
し
た
。
年
間
来
館
者
数

は
６
，
７
１
２
人
で
し
た
。

　

今
年
度
も
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
物

な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２・４の土日は９：００～１６：００
 電話 (０８５６)７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木７９番地

　　≪ベスト・リーダー！４月≫

　　　書　名　　　　　　　　著　者　　

「わたしを永遠に眠らせて」　神津　凛子

「成瀬は信じた道をいく」　　宮島　未奈

「しあわせの輪」　　　　　　群　よう子

「レイアウトは期日までに」　碧野　圭

「アルプス席の母」　　　　　早見　和真

≪図書館利用状況４月≫

●貸出総数　２９０５冊

●貸出人数　　４０６人

●来館者数　　４９５人

[休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

図書だより
町立図書館・柿木公民館

本
棚
か
ら
猫
じ
ゃ
ら
し　
　
　
　
　

群　

よ
う
こ

撮
っ
て
は
い
け
な
い　
　
　
　
　
　

飯
野　

た
か
ら

こ
こ
だ
け
は
行
っ
て
み
た
い　
　
　

三
芳　

伸
吾

マ
チ
ズ
モ
を
削
り
取
れ　
　
　
　
　

武
田　

砂
鉄

は
じ
め
て
の
天
体
観
測　
　
　
　
　

え
び
な　

み
つ
る

う
ん
こ
が
へ
ん
な
い
き
も
の　
　
　

早
川　

い
く
を

ど
こ
に
も
な
い
ま
ち
を
つ
く
る　
　

斎
藤　

次
男

速
さ
の
ち
が
う
時
計　
　
　
　
　
　

星
野　

富
弘

ジ
バ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

宗
樹

渚
の
螢
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上　

泉

革
命
前
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀　

し
の
ぶ

継
ぐ
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

秀
人

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン　
　
　
　
　
　
　
　

夏
川　

草
介

　

夏
至
、
一
年
の
中
で
最
も
昼
間
が
長
く
、
夜
が
短
く

な
る
日
で
す
。
昼
間
が
も
っ
と
も
短
い
冬
至
と
比
べ
る

と
太
陽
の
出
て
い
る
時
間
の
差
は
四
時
間
五
十
分
に
も

な
る
そ
う
で
す
。

　

二
十
四
節
気
の
一
つ
で
、
旧
暦
で
は
五
月
中
旬
頃
、

新
暦
で
は
六
月
中
頃
に
あ
た
り
梅
雨
の
真
最
中
で
す
。

北
半
球
の
北
極
圏
や
北
欧
諸
国
で
は
太
陽
が
夜
に
な
っ

て
も
沈
ま
な
い
白
夜
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
は

田
ん
ぼ
に
若
緑
の
幼
苗
が
植
え
ら
れ
、
広
が
っ
て
い
く

光
景
に
は
爽
や
か
な
趣
が
あ
り
ま
す
ね
。

図
書
室
だ
よ
り
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  ６
月

火
水

木
金

土
・
日

６
時
 ～
　
体
操
の
時
間

６
時
～
２
４
時

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト

(１
時
間
お
き
）

  ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
終
了
後

  １
・２
日

  か
の
あ
し
安
全
安
心
だ
よ
り

  ２
９
・
３
０
日
 

  つ
わ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト

９

０
０
  ニ
ュ
ー
ス・サ
ン
ネ
ッ
ト
 総
集
編
 

　
　
５
月
放
送
分
   ≪
３
日
 放
送
 ≫

総
集
編
終
了
後
　
グ
ラ
ン
ト
ワ
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
県
立
中
央
病
院
え
に
し

　
　
　
　
　
　
　

≪
１０
日
  ９
時
～
 放
送
 ≫

ラ
メ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
2024

「
氷
の
よ
う
な
姫
君
の
心
も
」

響
け
！
私
た
ち
の
音
色
 

～
松
江
プ
ラ
バ
少
年
少
女
合
唱
隊

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  日
本
遺
産
さ
ん
ぽ

４
５
   気
仙
沼
め
っ
け

０
０
  七
日
市
神
楽
祭
２
０
２
４

県
内
の
神
楽
社
中
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た

神
楽
公
演
の
模
様
を
お
届
け
し
ま
す
！

【
出
演
】 飯
南
神
楽
団（
飯
南
町
）

【
演
目
】 神
迎
え
 ・ 土
蜘
蛛
 ・ 悪
狐
伝

　
　
　
山
姥
 ・ 程
原
入
道
 ・ 大
江
山

【
友
情
出
演
】 八
久
呂
太
鼓
保
存
会
 

　
２
０
２
４
年
５
月
５
日
収
録

　
吉
賀
中
学
校
体
育
館

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
  吉
賀
町
の
地
域
と
医
療
を
つ
な
ご
う

吉
賀
町
の
地
域
と
医
療
を
つ
な
ぐ
会
の
設
立

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
２
０
２
４
年
５
月
１
２
日
収
録

　
 吉
賀
町
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

2024中
国

サ
ッ

カ
ー

リ
ー

グ
≪
１４
日
  ９
時
～
 放
送
 ≫

ベ
ル

ガ
ロ

ッ
ソ

い
わ

み
 vs SRC広

島

≪
２
８
日
  ９
時
～
 放
送
 ≫

ベ
ル

ガ
ロ

ッ
ソ

い
わ

み
 vs 福

山
シ

テ
ィ

FC

１
０

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

１
１

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

１
２

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
  津
和
野
鷲
原
八
幡
宮
流
鏑
馬
神
事

　
    ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

鷲
原
八
幡
宮
春
の
大
祭
に
行
わ
れ
る

神
事
、奉
幣
、
馬
場
行
列
、
流
鏑
馬
午
前

の
部
、午
後
の
部
を
生
中
継
し
た
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版

　
2024年

4月
7日
収
録

　
津
和
野
町
鷲
原
八
幡
宮
流
鏑
馬
馬
場

０
０
  『み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
』を

　
　
 も
っ
と
早
く
、大
き
く
す
る
た
め
に
！

【
基
調
講
演
】

尾
池

  和
夫

(地
震

学
者

)
樋

口
  ふ

み
(吉

賀
町

在
住

防
災

士
)

藻
谷

  浩
介

(地
域

エ
コ

ノ
ミ

ス
ト

)

　
2024年

５
月
４
日
収
録

　
吉
賀
町
ふ
れ
あ
い
会
館

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  日
本
遺
産
さ
ん
ぽ

４
５
   気
仙
沼
め
っ
け

１
３

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

14

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

１
５
時
 ～
  体
操
の
時
間

１
７
時
  ～
　
９
時
台
か
ら
の
番
組
を
リ
ピ
ー
ト
放
送

２
０
２
４

番
組

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

島
根
県
議
会
中
継
日
程
【
１
１
２
CH
 】

　
第
４
９
０
回
島
根
県
議
会
　
本
会
議

６
月
１
０
日（
月
）・１
７
日（
月
）～
２
１
日（
金
）

２
４
日（
月
）～
２
５
日（
火
）

７
月
３
日（
水
）

※
放
送
時
間
は
テ
レ
ビ
の
番
組
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    HP  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

議
会
中
継
日
程
【
１
１
１
CH
 】

　
津
和
野
町
議
会
６
月
定
例
会
　
一
般
質
問

６
月
１
７
日（
月
）～
１
９
日（
水
）

吉
賀
町
議
会
６
月
定
例
会
　
一
般
質
問

６
月
２
４
日（
月
）～
２
６
日（
水
）

※
放
送
時
間
は
テ
レ
ビ
の
番
組
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

吉
賀
町
の
地
域
と
医
療
を
つ
な
ご
う

　
第
１
部
　
基
調
講
演

　
「
よ
し
か
病
院
が
目
指
す
地
域
医
療
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
よ
し
か
病
院
 副
院
長
　
安
 浩
義

　
第
２
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
よ
し
か
病
院
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
か
」

　
・
安
 浩
義
　
・
松
浦
 寿
一
(松
浦
内
科
胃
腸
科
 副
院
長
)

　
・
永
田
 和
代
(吉
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
 事
務
局
長
)

　
・
土
田
 裕
久
(吉
賀
町
の
地
域
と
医
療
を
つ
な
ぐ
会
 会
長
)

　
・
梶
浦
 靖
二
(島
根
県
益
田
保
健
所
 所
長
)

サンネットにちはら
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　今年３月高川学園高等学校を卒業された、海津 ( かいづ )　碧 ( あおい )

さんが３月７日に表敬訪問されました。

　２０２３年の秋に開催された「燃ゆる感動かごしま国体」で、高川学園高

等学校は見事優勝されました。海津さんは、このような活躍が高く評価され、

山口県バレーボール協会から優秀選手として表彰状が授与されました。

海津　碧さん　表敬訪問

トピックス
話題・できごと

　「スポーツを長く続けることには、楽しいこと、嬉しいこともあれば、

苦しくてつらいこともある。それでも、初心の気持ちと家族や周りで

応援してくださっている方々への感謝の気持ちを忘れずに、自分を信

じてやり続けることが大切！！」

　岩本町長からも、将来に向けての激励とこれまでの活躍に対しての慰労の言

葉が送られました。

　海津さんの今後益々のご活躍を、吉賀町民一同応援しております。

次世代の吉賀町の若者にエール！

・国体で印象に残っていることは？

　　「夏の全国大会では惜しくも敗退したが、国体は挑戦者の気持ちで挑めた。

　　 目標にしていた国体優勝を果たせて嬉しかった。」

・これからの将来に向けての意気込みは？

　　「春からは、会社に勤めながらも実業団に所属して楽しくバレーがしたい。

　　 高川学園高等学校でやってきたことを活かしてチームに貢献していきたい。」

「第２回いっしょに走ＲＵＮ (ラン )会」開催

　３月３０日、旧蔵木中学校グラウンドで「第２回いっしょに走ＲＵＮ

会（山吹塾主催、吉賀町教育委員会後援）」が開催されました。

　当日は晴天に恵まれ、参加者２６人がそれぞれの部門を力走し、最後

は参加者全員を３組に分けリレ－を行い大変な盛り上がりを見せていま

した。

　この大会は保育園児から一般の人を対象とし、走る楽しさを知っ

てもらうことを目標に昨年から開催しています。（昨年は悪天候の

ため中止）

　　　　　次回はあなたも走ってみませんか？

　小学校２年生から高校までの約１０年間、バレーを続け、数々の成績を収めてきた海津さんに

これまでの思い出や将来に向けての意気込みなどをたくさん聞かせていただきました。
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トピックス
話題・できごと

　大会ゲストとして、吉賀町ふるさと応援大使の

朝原宣治さん、香川裕光さん、ごんごんじいの３

名が初めて勢ぞろいし、大会を盛り上げてくださ

いました。

　岩本町長も昨年に引き続き２キロの部に参加

し、力走しました。

　中高生を含むボランティアスタッフ約２００名

をはじめ、多くの方のご協力により無事大会を開

催することができました事をこの場を借りて御礼

申し上げます。ありがとうございました。

　鹿足郡を中心に活動するバレーボールクラブ、吉賀ＪＶＣが３月３日に第２３回島根県小学生

バレーボール新人大会に出場しました。

　２月に行われた西部予選を３位通過し、県大会では３位入賞となりました。

　選手達は現在、７月に行われる島根県小学生バレーボール大会の出場に向けて日々練習に励ん

でいます！

 結果は下記のとおりです。

《西部地区予選》

　ＶＳ　伊野マリンズ　　　　　　　　２１対５　　２１対１３

　ＶＳ　リベーレバレーボールクラブ　２１対１２　２１対８

　ＶＳ　奥出雲町ＪＶＣ　　　　　　　１３対２１　１０対２１

《３位決定戦》

　ＶＳ　温泉津町スポーツ少年団　　　２１対１４　１５対８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・予選３位通過

《大会トーナメント》

　ＶＳ　布部クラブ　　　　　　　　　２１対１７　１５対８

　ＶＳ　美保関ＪＶＣ　　　　　　　　　８対２１　１４対２１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・混合の部　第３位

第 23 回 島根県小学生バレーボール新人大会に出場 3 位入賞

　令和６年４月２８日よしか・夢・花マラソンが開催されました。

　当日は好天に恵まれ町内外から約５００名のランナーが参加し

ました。

第１９回よしか・夢・花マラソン開催
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　４月４～５日に山口市と岩国市で、中国オープン山口大会が開催されました。１２歳以下・

１４歳以下・１６歳以下の部があり、吉賀町から４名が出場しました。

トピックス
話題・できごと

中国大会優勝（テニス）

　Ｕ１２女子では第３シードの河口依鈴さん（六小５）が惜しくも決勝で負けましたが準優勝

でした。１１歳での準優勝は立派です。

　Ｕ１２男子では片上龍之介さん（六小５）が３回戦で負けベスト３２でした。

　Ｕ１４女子では、第２シードの河口菜々美さん（六中１）

が優勝しました。

　１３歳での優勝は立派です。

県高校テニス優勝

　４月２７～２８日、令和６年度最初の高体連テニス県大会（個人選手権）が開催されました。

この大会は６月の県高校総体（インターハイ）のシード決めをする大事な大会です。吉賀高校

から女子３名出場しました。

　シングルスでは第１シードの加藤那菜さん（３年）が貫禄の優勝

を果たし、今大会３連覇を達成しました。決勝戦は吉賀高校同士が

実現し、準優勝は第２シードの田口桜さん（２年）でした。

　ダブルスでは、加藤・田口ペアが他を寄せ付けず優勝し（２連覇）、

吉賀高校がシングルスもダブルスもタイトルを取りました。

　６月の県高校総体までもう少しとなり、更にレベルアップしてい

きたいと思います。

寄稿・文芸コーナー
　

《
寄
稿
》

山
間
部
の
避
難
訓
練
充
分
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

先
日
、
某
新
聞
の
ト
ッ
プ
見
出
し
に
驚

き
ま
し
た
。
「
訓
練
は
、
無
意
味
だ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」と
言
う
も
の
で
す
。

記
事
の
内
容
を
少
し
紹
介
す
れ
ば
、
元
旦

に
発
生
し
た
能
登
半
島
の
大
地
震
で
志
賀

原
発
の
対
応
に
つ
い
て
で
し
た
。
原
発
に

異
常
が
起
き
て
い
る
と
の
噂
が
流
れ
て

「
さ
ぁ
避
難
だ
！
」
と
な
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
避
難
経
路
の
７
割
程
度
が
使
用
で

き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
す
。

訓
練
で
は
、
道
路
も
車
も
使
え
る
中
で
の

事
だ
っ
た
様
で
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
逃

げ
る
訓
練
も
し
て
い
た
の
で
す
が
、
避
難

先
は
40　

先
の
町
だ
っ
た
そ
う
で
、
今
回

の
地
震
で
は
そ
こ
も
被
害
を
受
け
て
い

て
、
船
も
接
岸
出
来
な
い
位
の
被
害
だ
っ

た
言
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
訓
練
で
は
、

道
も
車
も
船
も
飛
行
機
も
正
常
に
使
え
る

状
況
で
の
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
全
て
使
用

不
可
と
な
っ
た
時
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
言
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
吉
賀
町
に
当
て
は
め
て
考

え
て
見
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。
規
模
の
違

い
な
ど
全
く
同
じ
と
考
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
で
し
ょ
う
が
・
・
・
町
内
の
多
く
の

集
落
は
山
裾
に
点
在
し
、
前
は
川
や
谷
が

流
れ
、
山
崩
れ
洪
水
親
水
の
恐
れ
と
常
に

直
面
し
て
い
る
の
で
す
。
何
年
か
前
に
台

風
の
大
雨
の
折
、
六
日
市
体
育
館
へ
避
難

km
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す
る
か
！
と
な
っ
た
時
、
す
で
に
高
津
川

の
水
位
は
危
険
水
位
を
越
え
て
い
て
そ
の

ま
ま
家
に
留
ま
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。

　

地
震
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や
原
発

事
故
な
ど
避
難
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、

日
本
の
地
形
か
ら
し
て
大
変
困
難
を
極
め

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

我
が
町
で
も
こ
う
し
た
事
に
充
分
留
意

さ
れ
て
、
訓
練
が
訓
練
で
終
わ
ら
な
い
き

め
細
か
な
対
策
を
官
民
一
体
で
考
え
直

し
、
一
人
で
も
大
切
な
命
を
守
る
施
策
を

作
り
上
げ
て
い
か
れ
ま
す
様
望
む
と
こ
ろ

で
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

先
の
大
戦
敗
下
で
国
家
国
民
犠
牲
、
困

窮
、
極
め
し
も
昭
和
二
拾
年
代
後
半
に
な

る
と
多
少
復
興
の
兆
し
を
帯
び
る
。
都
市

部
で
は
飲
食
喫
茶
店
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
、
カ

ス
ト
リ
酒
場
等
々
営
業
を
開
始
す
。
一
方

田
舎
で
は
若
衆
の
地
芝
居
や
、
又
、
盆
踊

り
、
土
落
と
し
等
と
鋭
気
を
養
う
も
、
田

舎
の
食
糧
事
情
鑑
み
な
が
ら
中
央
芸
能
界

よ
り
芸
能
人
が
此
の
吉
賀
町
に
も
来
演

す
。
此
の
内
歌
手
「
津
村
謙
」
も
其
の

内
の
一
人
で
あ
っ
た
。
当
時
ス
タ
ー
で
あ

り
し
氏
の
来
演
は
盛
況
を
を
極
め
た
。
地

元
関
係
者
の
背
偉
大
な
る
歓
迎
会
に
よ
っ

て
、
開
演
ス
テ
ー
ジ
で
は
ほ
ろ
酔
い
立
脚

マ
イ
ク
共
々
に
前
横
に
「
ふ
ら
り
」
と
つ

ん
の
め
る
も
、
決
し
て
「
カ
ッ
パ
の
川
流

れ
」
譬
毛
頭
無
い
旋
律
正
し
く
玄
人
気
質

で
ヒ
ッ
ト
曲
「
上
海
帰
り
の
リ
ル
」
や

「
東
京
の
椿
姫
」
等
な
ど
見
事
に
唄
い
上

げ
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
た
。
此
の
「
リ

ル
」
の
歌
詞
に
あ
る
「
だ
れ
か
リ
ル
を
知

ら
な
い
か
」
に
全
国
か
ら
「
私
が
リ
ル
で

す
」
と
数
多
く
の
女
性
が
名
乗
り
出
た
と

逸
話
が
残
存
す
。
同
時
期
浪
曲
界
の
御
所

「
三
門
博
」
も
来
演
す
。
氏
の
「
唄
入
り

観
音
経
」
は
当
時
の
浪
曲
界
を
一
世
を
風

靡
し
た
。
氏
は
休
宴
中
趣
味
の
魚
釣
を
地

元
村
民
と
楽
し
み
庶
民
派
の
一
人
と
し
て

後
々
の
世
の
語
り
草
と
相
成
る
。
昭
和
三

拾
年
代
中
端
に
な
る
と
東
芝
レ
コ
ー
ド
専

属
歌
手
「
松
山
恵
子
」
シ
ョ
ウ
も
開
演
さ

れ
た
。
大
き
な
純
白
な
ド
レ
ス
を
纏
い
独

得
な
る
唱
法
は
数
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
た
。
昼
夜
二
回
の
公
演
終
了
帰
省
時
に

多
数
の
フ
ァ
ン
が
参
集
黒
山
状
の
様
相
呈

す
光
景
が
現
今
も
眼
に
映
之
写
る
。
此
の

間
、
当
時
の
相
撲
界
よ
り
も
一
門
他
力
士

が
当
地
を
踏
む
。彼
の
有
名
な
名
横
綱「
双

葉
山
定
次
」
関
「
吉
葉
山
」、
又
、「
鏡
里
」

あ
る
い
は
「
清
水
川
」
等
々
の
面
々
。
因

に
鏡
里
関
に
至
り
し
は
醜
名
に
肖
り
褌
に

数
々
の
手
紙
を
付
け
土
俵
入
り
を
す
る
と

云
ふ
。
酒
脱
的
な
る
逸
話
は
当
時
の
世
相

を
も
鑑
み
垣
間
見
る
。
他
共
々
に
当
地
立

ち
寄
り
し
、
昭
和
、
平
成
期
の
諸
芸
能
人

等
簡
約
記
述
す
る
に
歌
手
部
門
に
於
い
て

は
、
三
波
春
夫
・
水
原
弘
・
帯
刀
浩
次
・

小
柳
ル
ミ
子
・
若
山
か
ず
さ
・
石
原
殉
子
・

島
津
亜
矢
・
山
崎
て
い
じ
・
香
西
か
お
り
・

伍
代
夏
子
・
吉
幾
三
・
白
木
み
の
る
、
又
、

元
龍
虎
関
・
排
球
、塩
川
美
知
子
・
作
詞
家
、

宮
田
隆
、
等
々
多
彩
な
る
真
面
目
尽
く
し
。

尚
、
此
の
期(

昭
和)

当
地
方
に
於
け
る

総
人
口
壱
萬
人
超
現
今
思
ふ
に
最
も
華
々

し
き
時
代
が
古
の
幻
の
如
く
蘇
る
昨
今
で

は
あ
る
。(

文
中
敬
称
謝
し
略
す
も
の
也)

　

《
寄
稿
》

コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
て
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
流
行
は
感
染
症
が
齎

す
計
り
知
れ
な
い
中
、
島
根
県
東
部
、
益

田
市
に
四
人
と
か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
と
か
新
聞
に
て
知
ら
さ
れ
、
人
と
共
に

あ
り
な
が
ら
個
を
失
い
、
亡
夫
は
何
も
語

ら
ず
、
今
を
思
え
ば
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
同
じ
ト
ピ
ッ
ク
で
、
新
聞
に
よ
り

派
閥
政
治
と
か
次
に
起
こ
る
地
震
災
害
に

は
「
不
可
抗
力
」（
自
然
災
害
な
ど
人
間

の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）、

新
聞
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、
こ
の
習
慣

の
お
か
げ
で
知
的
好
奇
心
が
旺
盛
に
な
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
け
ど
、
精
神
的
疲
れ

が
で
き
、
こ
の
寮
で
呑
気
で
暮
ら
す
こ
と

が
第
一
で
す
。

　

自
分
も
コ
ロ
ナ
禍
以
来
「
不
撓
不
屈
」

(

困
難
な
状
況
で
も
挫
け
な
い
撓
は
戯
れ

る
意)

、
ゆ
え
に
何
を
言
わ
れ
よ
う
と
、

自
分
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
「
他
力
」
と

し
よ
う
と
思
う
。
ど
こ
か
で
小
さ
く
て
も

か
す
か
な
光
が
必
ず
あ
る
と
思
い
、
長
い

長
い
時
間
を
待
て
ば
生
き
方
も
変
わ
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

　

《
俳
句
》

教
科
書
に
名
前
書
く
子
ら
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

春
耕
や
風
に
聞
か
れ
し
一
人
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

錦
帯
橋
袂
花
く
ず
掃
く
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

物
忘
れ
増
え
て
笑
ふ
て
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

赤
瓦
光
る
中
庭
燕
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

心
に
も
力
入
ら
ず
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

春
日
さ
す
箪
笥
の
奥
の
ナ
フ
タ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

凛
と
し
て
女
神
主
春
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

朝
市
の
野
菜
の
中
の
土
筆
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

初
音
か
と
窓
辺
に
寄
り
て
耳
澄
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

山
々
は
一
雨
ご
と
に
緑
増
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

置
物
の
如
く
青
田
に
白
き
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

ちょうみんひろば
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中
田　

波
子　
　

さ
ん　

95
歳　
　

六
日
市

　

田
原　

武
典　
　

さ
ん　

89
歳　
　

柿
木

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
５
月
号
№
２
２
３
の
中
で
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〇
41
頁　

《
川
柳
》
水
上
さ
ん
の
お
名
前

　

正
：
水
上　

健
二

　

誤
：
水
上　

建
二

〇
41
頁　

《
川
柳
》
折
口
さ
ん
の
お
名
前

　

正
：
折
口　

篤
志

　

誤
：
折
口　

篤
史

ちょうみんひろば
　

《
川
柳
》

ワ
ン
コ
イ
ン
郵
便
局
の
春
キ
ャ
ベ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

一
年
生
進
む
少
子
化
見
当
た
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

新
し
い
畳
の
薫
り
気
が
や
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

新
入
生
一
人
頑
張
る
過
疎
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

孫
達
に
新
し
い
カ
バ
ン
を
贈
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

新
し
い
機
器
ば
か
り
増
え
俺
無
理
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

新
し
い
寝
具
で
快
眠
寝
坊
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

孫
娘
新
し
い
道
に
夢
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

新
年
度
期
待
ふ
く
ら
む
出
会
い
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

和
子

新
聞
の
ク
イ
ズ
で
脳
若
返
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

詐
欺
な
ん
て
他
人
事
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
日
我
が
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

　

《
短
歌
》

ボ
ス
ガ
ラ
ス
皆
ん
な
お
い
で
と
食
事
会

　

今
日
の
メ
イ
ン
の
殿
様
ガ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

お
は
よ
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
声
通
学
路
に

　

さ
ぁ
わ
た
し
の
今
日
も
ス
タ
ー
ト
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

常
代

会
う
人
に
今
何
し
て
る
皆
聞
か
れ

　

草
引
し
て
る
言
え
ど
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

百
一
の
誕
生
日
待
つ
幾
日
か

　

母
の
体
調
日
々
に
気
遣
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

裏
金
も
最
大
派
閥
が

　

の
ら
り
く
ら
り
と
否
定
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

幼
な
頃
我
に
歩
み
を
教
え
た
る

　

姉
の
逝
き
た
り
雪
降
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　（
４
月
届
出
）

　

澄
川　

奏
太
（
か
な
た
）
さ
ん

　
　
　
　

敦
馬
・
ま
ゆ
さ
ん
の
子　
　

抜
月

　

坂
本　

胡
結
（
こ
ゆ
い
）
さ
ん

　
　
　
　

達
也
・
鈴
花
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
４
月
届
出
）

　

羽
山　

武　
　
　

さ
ん　

92
歳　
　

七
日
市

　

竹
縄　

克
己　
　

さ
ん　

91
歳　
　

樋
口

　

米
本　

傳　
　
　

さ
ん　

93
歳　
　

幸
地

　

土
井　

サ
ダ
子　

さ
ん　

93
歳　
　

蓼
野

　

桂　

由
香
志　
　

さ
ん　

65
歳　
　

田
野
原

　

小
田　

ア
サ
ヨ　

さ
ん　

100
歳　
　

柿
木

　

河
野　

純
江　
　

さ
ん　

90
歳　
　

蓼
野

　

安
永　

富
喜
子　

さ
ん　

94
歳　
　

田
野
原

　

橋
本　

理
新　
　

さ
ん　

88
歳　
　

注
連
川

　

三
浦　

桃
子　
　

さ
ん　

91
歳　
　

白
谷

　

朝
倉　

勝　
　
　

さ
ん　

93
歳　
　

椛
谷

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

　

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

　

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

　

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

　

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 4月 30 日現在）

 人　口　5,608 人　(+ 9)
 　男　　2,697 人　(+13)
 　女　　2,911 人　(- 4)
 世帯数　2,967 世帯(+11)
　　　　（　）内は前月との比較

〇
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を
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ん
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誤
：
弧
を
抱
き
生
き
て
来
た
る
か
赤
と

ん
ぼ
師
走
の
田
の
面
低
く
飛
び
ゆ
く
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島根県芸術文化センター

グラントワ

演 劇 工 房
グラントワが取り組む演劇体験事業「演劇工房」の参加者たちが、
5月から8月までワークショップや稽古を重ねて挑む成果発表会。
ご期待ください！  ※詳細は決まり次第、ホームページ等でお知らせします。

2024年7月6日（土）
9月2日（月）▲ ▲ ▲

昭和時代、雑誌の黄金期を
牽引した伝説のアートディレ
クター・デザイナーであり、絵
本作家としても活躍した堀内
誠一（1932-1987）。デザインの
作画や絵本の原画など、多彩
な「絵の世界」に注目します。

次回企画展

島根県立石見美術館『ぐるんぱのようちえん』1965年／『たろうのおでかけ』1963年
『こすずめのぼうけん』  1976年　※すべて部分 ©Seiichi Horiuchi

▲ ▲ ▲
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